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攤 総　　説

第33回地盤 工学研究発表会 （山 ロ 大会）を終えて

　　　 渡 部 義 信 （わ た な べ よ しの ぶ ）

第33回地 盤工 学研究発表 会実行委 員長，建設省 中国地方建設局 長

　 平成 7 年 1 月 の 阪 神 淡 路 大 震 災 以 降，平 成 8年 12月
の 蒲 原 沢 土 石 流 災 害，昨年 7 月 の 針原川 土 石 流災害，

そ して 8 月の 第 2 白糸 トン ネ ル岩盤斜面崩落 とい っ た

大 規模 な 自然災害が後 を経 た ず ， 地盤工 学へ の 社会 の 関

心が よ り
一

層高ま っ て い ます。こ の よ うな 状況の 中で 第

33回 地 盤 工 学研 究 発表会 （山 口 大会） が ，平成10年 7

月14 日 か ら16日 ま で の 3 日間 ，
‘‘
西 の京

”
と呼 ば れ る 山

口 市の 山 口 大学吉田 キ ャ ソ パ ス を 主 会場 と して 開催され

ま した。大会の 初 日は晴天 に 恵まれ ま した が，2 日 目か

らは あい に くの 雨 模様 の 天 候 とな り参加者 の 動向が 大変

気掛か りで した。結果的 に は 3 日間 で2323 名 も の 参加

者 が あ り，ま た ，研 究 発表論文数 も全体 で 1259編 と大

変盛 況な 研究発表会 とな りま した。

　大会を振 り返 っ て 見 ま す と，学術 面 で は 阪神大震災後，

改 め て 注目され て い る 地盤 の 液状化 や側方流動，耐 震 と

い っ た 動的 問 題 に 関 す る 研究 発表が 多 く，そ の 数 が 約

200件 に達 した こ とが 特微 で あ っ た と思われ ます。ま た，

連 日各研究発表会場 は い ず れ も満席 に近 い 盛 況振 りで，

特に大会の 中 日 に 行わ れ た 日下部
・
浅 岡

・
関 口 教授 に よ

る 「展望」 は，終始満席の 状態 が 続 くな ど参 加 者 の 関心

の 高 さ を物語 っ て い ま した。

　企 画面で の 特微 は ，民 間 企業の新 しい 技術情報 や 中国

地 方の 社会資本整備の 状況 を紹介 す る 「技術展示 コ
ー

ナ

ー
」 を 設け た こ とで す。出展 を募集 し た と こ ろ 57社63

ブ
ー

ス の 出 展応募が あ り，規模の 大 きい 技術展示 とな り

ま した。ま た，従来行わ れ て い た 現地 見学会 を取り止 め ，

そ の 替 わ りに 「技術 展 示 コ ーナー
」 に おい て 21世紀未

来博覧会の PR や 松下村塾，錦帯橋 とい っ た 山 口 県 を代

表す る歴史 ・文化施設 を パ ネル 展示 に よ り紹介 し，「技

術」 の 中に 地 域の 特色 を活 か した 潤い の場 を確保 しま し

た。

　 ま た ， 地盤 工 学 へ の 社会の 関心が高まる 中で，市民 と

地盤工 学会 との 接点 を確保す る た め，特別講演会 を 無料
一

般公 開 と しま した。特別講演会 に は 「フ ィ
ー

ル ズ 賞」

を受賞され た 数学 の世界的権 威 で あ る広 中平 祐 山 口 大学

学 長 を お 迎 え し，
「厳密 と曖昧 」 と題す る御講演 を 賜 り

ま した。降 りしきる 雨 に もか か わ ら ず参加 者 の 1割強

の 市民 の 方が 会場 へ 足 を運 ば れ ま した。よ り多 くの市民

特別講演会 （広 中山 口 大学 学長 ）

の 方 々 と地盤 工 学会 が触 れ 合 え る よ うな大会の 企画 を 立

案 して 行 く こ とが 今後 と も大変重要 で あ る と思い ま す。

　
一

方，中国 支部 が研 究発 表 会 の 準 備 お よび 運 営 全 般 を

担当 す る の は ， 平成 2年 の 岡山大会以来 8 年振 りの こ

とで，山 口 で は初め て の開催 とな り ました。中国 支部 で

は，大 会 の ほ ぼ 1 年前 に あ た る 平 成 9 年 4 月 に 山 口 大

学 を 中心 とす る 関係機関の 協力の も とに ，実行委員会 を

組 織 し，大 会 の 準 備 を 進め て 来 ま した。準備の 過 程 で 特

に 苦慮 した 点は ，研究発表会 が盛夏で の 開催 とな るた め

参加者 へ の快適 な環境 を 提供 した い との 思 い か らすべ て

の 研究 発表会場 に冷房設備 を設置 した こ と，宿泊施設 が

会場周 辺 に 分散す る こ とか ら宿泊施設 と研究発表会会場

間 を 迅 速 か つ 円 滑 に 移動 可能な シ ャ トル バ ス を運 行 した

点があげ られます。こ の ように 山 口 大会特有の い わば運

営面で の
“

ア キ レ ス 腱
”

を 克服 す る こ とが で き た背景に

は，大会の 準備および運営の 大部分 を実行委員 として 関

係機 関 の 多 数 の ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て 支 え て い た だ い た

こ と，実行委員
一

人
一

人が 最後まで ホ ス ピ タ リ テ ィ
ーを

持 ち 続け た こ とが 見逃 せ ま せ ん 。

　末尾 と な りま した が，第33回 地 盤工 学研究発表会 の

た め に，多 くの 新 しい 企画 とそ の 実施 に御尽力 を い ただ

い た 木村会長 を は じめ ，学会調査部 の 皆様，会場施設 の

提供は も と よ り 大会の 準備 お よ び運営に 多大 な 御協力 ・

支援を い た だ い た 山 口大学をは じめ とす る 実行委員各位

に対 して 心から謝意を表明させて い ただ きます。
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